
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
八
月
十
八
日

（
号
外
三
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

号 外 3

平成 18 年

8 月18日（金曜日）

公
安
委
員
会
規
則

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
細
則
及
び
香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
細
則
及
び
香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
八
月
十
八
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
八
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
細
則
及
び
香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決

等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
銃
砲
刀
剣
類
製
造
等
届
出
済
証
明
書
」
を
「
銃
砲
刀
剣
類
製
造
事
業
等
届
出
済

証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
三
章
中
第
三
十
三
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
準
空
気
銃
製
造
事
業
等
の
届
出
）

第
三
十
二
条
の
二
　
第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
施
行
規
則
第
十
六
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届

出
者
に
交
付
す
る
準
空
気
銃
製
造
事
業
等
届
出
済
証
明
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２
　
施
行
規
則
第
十
六
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
準
空
気
銃
の
製
造
又
は
輸
出
の
事
業
の
廃
止
の

届
出
は
、
別
記
様
式
第
二
十
号
の
準
空
気
銃
製
造
・
輸
出
事
業
廃
止
届
出
書
を
提
出
し
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
又
は
刀
剣
類
」
を
「
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
た
だ
し
書
中
「
及
び
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
中
３
を
４
と
し
、
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
記
様
式
第
十
七
号
か
ら
別
記
様
式
第
二
十
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

公
安
委
員
会
規
則

一

第
33条
　
　
　
第
32条
の
2
、
第
33条

銃
砲
刀
剣
類
製
造
等
届
出
済
証
明
書
　
　
　
銃
砲
刀
剣
類
製
造
事
業
等
届
出

済
証
明
書

2
届
出
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
届
出
人
欄
は
、
そ
の
所
在
地
並
び
に
名
称
及
び
代
表
者
の

氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

別
記
様
式
第
17号
か
ら
別
記
様
式
第
19号
ま
で
　
削
除



　別記様式第20号（第32条の 2関係）�

年　　月　　日　�

　　　香川県公安委員会　殿�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製造�
　　　銃砲刀剣類所持等取締法施行規則第16条の 4第 4項の規定により、準空気銃の　　　　の事業を�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輸出�
　　廃止したので次のとおり届け出ます。�

準空気銃製造・輸出事業廃止届出書�

印�届出人氏名�

主 た る 事 務 所 の�
名 称 及 び 所 在 地�

事 業 場 の 名 称�
及び所在地並びに�
責 任 者 の 住 所�
及　　び　　氏　　名�

廃 止 年 月 日 及 び�
理　　　　　　　　由�

返　納　の　書　類� 準空気銃製造事業等届出済証明書�

　　備考　�
　　　 1　届出人は、氏名を記載し及び押印することに代えて、署名することができる。�
　　　 2　届出人が法人である場合は、届出人氏名欄は、その名称及び代表者の氏名を記載してくださ�
　　　　い。�
　　　 3　不要の文字は、横線で消すこと。�
　　　 4　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列 4番とする。�

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
八
月
十
八
日

（
号
外
三
）

二



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
八
月
十
八
日

（
号
外
三
）

三

（
香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県

公
安
委
員
会
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
二
十
八
の
項
中

「

第
二
十
二
条
の
二
第
一
　
模
造
け
ん
銃
の
製
造
又
は
輸
出
を
業
と
す
る
者
の
届

○
　
　
を

項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
の
受
理

」

「

第
二
十
一
条
の
三
第
一
　
準
空
気
銃
の
製
造
又
は
輸
出
を
業
と
す
る
者
の
届
出

○

項
第
四
号
　
　
　
　
　
　
の
受
理

に
、

第
二
十
二
条
の
二
第
一
　
模
造
け
ん
銃
の
製
造
又
は
輸
出
を
業
と
す
る
者
の
届

○

項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
の
受
理

」

「
一
時
保
管
の
銃
砲
刀
剣
類
」
を
「
一
時
保
管
の
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
」
に
改
め
、

同
項
２
中

「

模
造
け
ん
銃
製
造
等
届
出
書
の
記
載
事
項
変
更
届
出
　
　
　

第
十
七
条
の
二
第
三
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
を

の
受
理

」

「

準
空
気
銃
製
造
等
届
出
書
の
記
載
事
項
変
更
届
出
の

第
十
六
条
の
四
第
二
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

受
理

第
十
六
条
の
四
第
三
項
　
届
出
を
受
理
し
た
旨
の
記
載
を
し
た
届
出
書
の
交
付
　
　
　
○

に

第
十
六
条
の
四
第
四
項
　
準
空
気
銃
製
造
等
の
廃
止
の
届
出
の
受
理
　
　
　
　
　
　
　
○

模
造
け
ん
銃
製
造
等
届
出
書
の
記
載
事
項
変
更
届
出

第
十
七
条
の
二
第
三
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

の
受
理

」

改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



平
成
十
八
年
八
月
十
八
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
八
月
十
八
日

（
号
外
三
）

四

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/


